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令和４年度 総  会 

令和 4年 8月 4日（木）、設楽町の奥三河総合センターを会場に開催し、議案（第 1～5号議案）

はいずれも原案のとおり承認されました。総会の席上、愛知県知事宛の要望書「令和 5 年度県費

予算に対する要望」を愛知県県民文化局文化部長に手渡し陳情を行いました。 

新型コロナ第 7 波の最中、奥三河での開催でしたが、多くの加盟市町村の皆様に出席いただき

総会を開催することができました。視察では、移転オープン間もない奥三河郷土館の自然・考古・

歴史・民俗と多彩な展示物を見学することができました。 

１ 議 案 

第 1号議案 令和 3年度事業報告 

第 2号議案 令和 3年度決算報告及び監査報告 

第 3号議案 令和 4年度事業計画（案） 

第 4号議案 令和 4年度予算（案） 

第 5号議案 令和 5年度県費予算要望事項（案） 

２ 協議事項 次年度総会開催地について 

○令和 5年度は美浜町での開催が決定 

３ 奥三河郷土館 

道の駅「したら」への新築移転ついての解説と現地視察 

講師 渡辺 俊也 氏、 金田 直樹 氏（奥三河郷土館学芸員） 
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愛知県への陳情 奥三河郷土館視察 

総会の様子 



史跡東大寺瓦窯 皿焼古窯館 

研修会の様子 

皿焼古窯館 

研 修 会  

  

令和 5年 3月 9日（木）に田原市の崋山会館にて

「国指定史跡保存活用計画について」をテーマに研

修会を開催しました。文化庁文化財第二課史跡部門

の浅野啓介文化財調査官による史跡の保存活用計

画の策定に関する講義の後、「史跡百々陶器窯跡、

大アラコ古窯跡、伊良湖東大寺瓦窯跡 保存活用計

画」（令和 4年 3月策定）の作成を担当された田原

市教育委員会の清水さんに、計画作成の経緯や内容

とともに各窯跡の概要などについて発表していただきました。 

その後、マイクロバスにて田原市内の伊良湖東大寺瓦窯跡（国史跡）、皿焼古窯館、百々陶器

窯跡（国史跡）の 3か所を視察しました。古窯館として整備されている皿焼 12号窯は、整備後 25

年以上を経てもなお良好な保存状態が保たれており、清水さんからは、構造的に地下水の影響を

断ち切れているのがよかったのではないかとの話がありました。また、百々陶器窯跡は大正 11年

の指定で発掘調査が行われておらず、窯体の詳細がわかっていないなどの課題があるとのことで

した。著名な渥美窯の各窯の保存・整備の状況を見学することができ有意義な研修会となりまし

た。 

 

○日  時   令和 5年 3月 9日（木） 13：00～16：30 

○会  場   崋山会館（田原市田原町巴江１２－１） 

○内  容   講義 「国指定史跡保存活用計画について」（リモート）   

文化庁文化財第二課文化財調査官  浅野 啓介 氏 

        報告 「史跡百々陶器窯跡、大アラコ古窯跡、 

伊良湖東大寺瓦窯跡 保存活用計画について」  

田原市教育委員会 清水 俊輝 氏      

現地視察 伊良湖東大寺瓦窯跡、皿焼古窯館、百々陶器窯跡の視察 

 

 



地 区 協 議 会 

 

■ 尾張地区協議会 

〇日  時  令和 5年 2月 22日（水）10：00～12：10 

〇会  場  稲沢市総合文化センター（稲沢市国府宮三丁目１番１） 

〔協議事項〕 

１「史跡等を活用したイベントの集客方法について」ほか 

２ 今後の愛史協役員ローテーションについて 

  尾張大国霊神社（国府宮）の視察 

○ 令和 5年度は小牧市で開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■三河地区協議会 

 〇日  時  令和 5年 3月 23日（木） 13：30～16：30 

〇会  場  豊田市松平交流館（豊田市九久平町寺前１６） 

〔協議事項〕 

１ 事例報告「史跡等の魅力発信について 豊田市の取り組み」  

２ 今後の愛史協役員のローテーションについて 

  大給城跡の視察 

○ 令和 5年度は田原市で開催 

 

 

 

 

 

 

 

尾張地区協議会（稲沢市） 

高月院 

尾張大国霊神社（国府宮） 

三河地区協議会（豊田市） 



加盟団体一覧 
尾張地区（21団体） 

名古屋市、一宮市、瀬戸市、半田市、春日井市、津島市、犬山市、常滑市、小牧市、

稲沢市、東海市、知多市、豊明市、愛西市、長久手市、東郷町、阿久比町、 

東浦町、南知多町、美浜町、武豊町 

三河地区（15団体） 

豊橋市、岡崎市、豊川市、豊田市、安城市、西尾市、蒲郡市、新城市、知立市、 

田原市、幸田町、みよし市、設楽町、東栄町、豊根村  

※加盟団体は、令和 4 年度末の状況です。 

 

企画運営委員会 

 

企画運営委員会は規約第 12条に基づき、本会の事業計画等を策定するための実務担当者会議と

して設置するものです。令和 4 年度は、総会資料原案の検討及び尾張地区・三河地区の役員ロー

テーションなどを議題としてオンライン会議を 1回開催しました。 

 

◇企画運営委員会構成委員(R04年度) 

西尾市(会長)、稲沢市・新城市(副会長)、瀬戸市(前会長)、常滑市・豊田市(前副会長)、 

名古屋市・田原市・小牧市(理事)、東海市・岡崎市(監事) 

◇第 1回企画運営委員会（リモート） 

日 時：令和 4年 6月 30日（木） 

内 容：総会資料原案の検討等を行いました。 

《事務局より》 昨年度は愛史協 30周年記念として、「御城印」イベント及び記念講演会の開

催にご協力いただきありがとうございました。事務局 2 年目の本年度は、通常の協議会運営と

いうことで、加盟団体の皆様のご協力を得て例年どおり総会、研修会、地区協議会などの事業

を開催することができました。 

 各地区協議会で議題にあげさせていただきましたが、平成 11年度に決定した役員ローテーシ

ョンが一巡し、尾張地区は令和 9 年度以降、三河地区は令和 7 年度以降の役員が一部未定とな

っております。今後の愛史協の安定した運営を可能にするため、早期に役員ローテーションの

決定が必要になります。引き続き加盟団体の皆様の協議会運営へのご理解ご協力をよろしくお

願いします。 


